
地域課題探究

「復興と再エネの未来へ」
～浜通りへ行こう！～

報 告

令和3年11月20日（土）

福島県立郡山東高等学校



○【あすびと福島】での『再エネ・プログラム』 ９：３０～１２：００

フィールドワーク「沿岸部の風力・太陽光発電施設の見学」

ワークショップ「私たちにできることを考える」

（車窓見学［福島ロボットテストフィールド・福島水素エネルギー研究フィールド］）

（「道の駅なみえ」にて昼食） １２：３０～１３：１０

○【震災遺構「請戸小学校」】見学 １３：３０～１４：００

○【伝承館】での『高校生研修会』 １４：２０～１６：００

東日本大震災・原子力災害伝承館「展示見学」１４：２０～１４：５０

双葉町産業交流センター小会議室「語り部講話」１５：００～１５：４０

振り返りワークショップ １５：４０～１６：００



＜参加者＞

◎生徒１５名

１年生６名

２年生９名

◎引率２名

熊谷 明彦

千葉 崇



【あすびと
福島】

フィールドワーク

「南相馬市の風力・

太陽光発電施設見学」

ワークショップ

「私たちにできること」



私は、大震災前の2010年6月まで東京電力の執行役員であり、原
子力事故について心から申し訳なく思っています。
一方、福島県南相馬市の出身でもあり、風評被害に悩む南相馬市に
支援物資を届けるボランティア活動を大震災直後の3月19日から5
月にかけて6回にわたって行いました。その際、物資を届けた先で
出会った菓子店を営む女性から、「地元の子どもたちのためになる
仕組みを創ってほしい」と託されました。私自身も、物流が回復す
れば物資支援の役割は終わることから、その後は復興のための継続
的な仕組みが不可欠と思っていました。福島の復興を担う人材を育
成するという私の”志”は、こうして生まれました。福島が前のよ
うに、いや前にも増して輝くには、まだまだ長い時間がかかります。
そして、この挑戦には、多くの力が必要になります。私たちの”
志”は、この土地の若者とともに走りながら、<福島型のアントレプ
レナー>を育ててゆくこと。課題解決のために、自ら考え、自ら行動
できる。仲間をつくり、事業を起こすことができる。そんな若者が
次々と生まれ結果を出していける日を、私たちは思い描きます。自
立した彼らは周囲の憧憬の対象となり、あとに続く子どもたちも増
えていく。この”憧れの連鎖”こそ、福島の未来を拓く原動力にな
るのだと思うのです。人をつくることが、明日をつくる道。“あす
びと福島”は、その挑戦を続けます。（「あすびと福島」HPより）

半谷栄寿さん
（代表理事）の想い

フィールドワーク「南相馬の風力・太陽光発電施設の見学」



今回ご同行いただいた小林さん（現在【あすびと福島】さんに出向中）の勤務先である（株）
住友商事が『南相馬市再生可能エネルギー推進ビジョン』に賛同し出資

太陽光パネルの枚数は約22万
枚で、南相馬市から北に並べ
ていくと、最後の1枚が青森市
に到達するとのこと。

出力は59.9MWで、一般家庭約2
万世帯の使用電力量を賄って
いる。曇りの日でも約50%、雨
の日でも10％～20％発電を継
続しているとのこと。発電量
が最も多い季節は、夏ではな
く、実は春であるとの豆知識
も教わった。



すご～い音に圧倒。

風力発電の設備はドイツ
製。ブレイドは直径90m
にもなる。自動で風向き
を読み取る機能があり、
発電の不安定さを最大限
克服。風速3m以上の風が
あれば常に稼働するが、
25m以上の場合は安全性
の面から自動停止。この
１基で2,350kW。4基合わ
せると9,400kwになり約
400世帯の電力を賄って
いる。



若者目線で説明を
して下さるたくしさ
んは、実は現役の大
学４年生。大学では
哲学を専攻。現在、
思うところあって、
大学を休学し【あす
びと福島】さんで学
んでいるとのこと。

たくしさんを突き動
かしたものは何だっ
たのでしょうか。も
しかすると、今回、
私たちが感じたもの
と同じだったのかも
しれません。



右上は、浜通り一帯に植えられている防
風林。防波林の役目も果たすという。人
が住めなくなった沿岸部の土地を政府が
買い取って植樹しているとのこと。。

下記の風力発電施設の向こう側に見えるのは、原
町火力発電所。ここで使用する燃料は、かつては
全て海外の石炭だったが、2010年より木質バイオ
マスの混焼を始めたとのこと。

従来、石炭火力は煙突よりばい煙を噴出し公害を
イメージするものであったが、集塵装置を始めと
する「硫黄酸化物・窒素酸化物・ばい煙」の防止
対策などにより環境負荷の低減を図っている。



「自分と向き合いながら、自分の考
えを言葉にしてみよう」とても熱い
その語りに心が揺り動かされました。

ワークショップ「私たちにできることを考える」



１ 風力・太陽光発電の見学を通じて感
じたことは？

２ 自然のエネルギーの良いところは？
３ 自然のエネルギーが脅威になるのは
どんな時？

４ 自然の脅威から私たちの社会や地球
を守るにはどうしたらいい？

今から30年後の世界を思い浮かべ、
「時間軸」を意識して考えてみよう！



「私にとって自然は常に脅威だ」

「自然と人間との間にある一定の距離
を置くことが必要だ」

「この地球を人間中心で考えていた」

「自然を支配しようとしていた」

「日頃からの防災の意識を大切だ」

いよいよ発表です。

「ワクワク」したい。
しかし、その前には
「ハラハラ」がある。
「ハラハラ」が「ワク
ワク」につながる。



再エネの不安定さを補う水素エネルギーの可能性



再エネでつくった電力で水を分解し水素をつくる



先ほどつくった水素で自動車を走らせます。本当に走るか？



走った！走った！本当に走った。



クヌギの木は萌芽力が強く、樹高は15～20mになるそうです。
また、ここに来た時には、きっと大きく成長しているはず。

最
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「郡山東高の森」が茂っている頃には、福島もきっと…



【あすびと福島】で感じたこと １年 男子



【あすびと福島】で感じたこと １年 女子



【あすびと福島】で感じたこと １年 女子



【あすびと福島】で感じたこと １年 女子



【あすびと福島】で感じたこと １年 女子



【あすびと福島】で感じたこと １年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 男子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



【あすびと福島】で感じたこと 2年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



【あすびと福島】で感じたこと ２年 女子



青く、広く、そして、穏やかな太平洋。でも、この海が表情を変えて、
人間の脅威になることもあるということを、私たちは学びました。



住民同士をつなぐ交流施設や飲食店な
どを備えるとともに、被災経験や復興
の現状、町の魅力を発信する場にも
なっていました。

浪江町の復興のシンボルとして

令和3年3月にグランドオープンした

「道の駅なみえ」

浜通りでは、いたるところで「自動草刈機ロボッ
ト」が活躍していました。さすがは、「イノベーショ
ン・コースト」



【震災遺構「請戸小学校」】
請戸地区を襲った津波の高さは、

およそ5～15m。請戸小は海岸
から約３００メートルに位置し、
津波は１階部分を全て押し流し、
２階の床にまで達した。校内にい
た児童８２人は、西に１キロほど
の高台にある大平山に避難し、全
員無事だった。ただ、請戸地区で
は１２７人が死亡し、２７人が行
方不明となった。

津波到達時刻の午後３時３７分
で止まった時計、はがれ落ちた天
井や壁、泥まみれのパソコン－。
校舎１階はできる限り、当時のま
まの状態で保存した。



この高さまで津波が押し寄せてきた。



津波の威力のもの凄さ
に、もう、ただただ驚
くばかりでした。



まるで時計が止まり続
けているかのように、
あの日のままでした。



「とにかく高い所へ！」
「大平山へ」



震災当日は卒業式だった

請戸小学校の体育館も「電源立地交
付金」施設だった。
「電源立地交付金」とは、原子力
発電所など発電施設のある都道府
県や市町村の公共事業などに交付
される補助金のこと。
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かつては、たしかにここに集落があったんです。



2階の教室からはす
ぐそこに海が見える
のです。



【請戸小学校】で感じたこと １年 男子



【請戸小学校】で感じたこと １年 女子



【請戸小学校】で感じたこと １年 女子



【請戸小学校】で感じたこと １年 女子



【請戸小学校】で感じたこと １年 女子



【請戸小学校】で感じたこと １年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【請戸小学校】で感じたこと １年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 男子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【請戸小学校】で感じたこと ２年 女子



【伝承館（東日本大震災・原子力災害伝承館）】
東日本大震災と津波に伴う原子力

災害を後世に伝えることを目的とし
て昨年2020年9月に開館。

・災害の始まりから現在ま
での復興の状況を知るた
めの「展示見学」

・災害を実体験した方々の生
の声を聞く「語り部講話」

・振り返りワークショップ



展示見学

津波や原子炉建屋の爆
発のシーンは、目をふ
さぎたくなります。





講師は、昨年3月まで高校
生だった渡邉舞乃さんです。
3年間に及ぶ避難生活、地域
貢献を志した高校での活動、
伝承館に働き、語り部になろ
うと決心した思いなど、等身
大の貴重なお話を聴くことが
できました。
最後の渡邉さんから、と私

たちに向けてメッセージを頂
きました。

「語り部」講話

①出会いを大切に。

②災害には常に備えておく。

③当たり前を当たり前と思わない。





「振り返り」ワークショップ

今日１日の体験を通して
感じたことを、お互いに
“言葉”にしてみました。





【伝承館】で感じたこと １年 男子



【伝承館】で感じたこと １年 女子



【伝承館】で感じたこと １年 女子



【伝承館】で感じたこと １年 女子



【伝承館】で感じたこと １年 女子

➀ ➁
➂



【伝承館】で感じたこと １年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 男子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 女子



【伝承館】で感じたこと ２年 常恒 美里



【全体を通して】で感じたこと １年 男子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと １年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと １年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと １年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと １年 女子
参加動機

訪れたい場所： 伝承館



【全体を通して】で感じたこと １年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： あすびと福島



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 男子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 請戸小



【全体を通して】で感じたこと ２年 女子
参加動機

訪れたい場所： 伝承館
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語り部の渡邉さんの言葉にもありましたが、

震災と原子力災害はまだ現在進行形です。

今回の探究活動に参加した私たちは、
伝えていかなければなりません。

そして、動きださなければなりません。
それぞれのやり方で。


